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NBAバスケットボールスクールを開講
株式会社ERUTLUC

女子日本代表コーチも務める鈴木代表（写真左）

　NBAバスケットボールスクールが日本上陸

　今年4月5日、世界最高峰のバスケットボールリー
グであるNBAは、ERUTLUCの協力のもと、青少年の
スキルアップを目指したバスケットボールプログラム
「NBAバスケットボールスクールジャパン」を、私立
渋谷教育学園渋谷中学校・高等学校（東京都渋谷区）
の体育館で開講した。同スクールでは、首都圏でバス
ケットボールスクールを展開するERUTLUCのコーチ
陣が中心となり、小学4年生から高校3年生までを
対象に、あらゆるプレーレベルに応じた質の高い指導
を提供する。
　NBAはこれまで、日本の男子プロリーグである
B.LEAGUEと共同で、青少年向けに「Jr.NBAクリニッ
ク」などを日本各地で開催してきたが、常設型スクー

ルとしてはこれが日本初、世界では18カ国目となる。
毎週金曜日の夜に約1時間トレーニングし、会費は
月額8,800円（税込）。スクールにはナイキが公式パー
トナーとなっており、受講者とコーチにはナイキの
ウェアが提供される。

　NBAのネットワークを活かした充実のカリキュラム

　同スクールには「ベーシッククラス」と「アドバン
スクラス」の2つが用意され、ベーシッククラスでは
基礎的な動きや個人スキルの習得をメインとした練習
を、またアドバンスクラスでは技術や戦術、駆け引き
といった要素をより多く取り入れた練習を進めていく。
　受講者のスキルアップはもとより、保護者やコーチ
にも成長過程に対する理解を深めてもらうことを目的
として、NBAのインターナショナル・バスケットボー

ル・オペレーション部門が、現役
および元NBAコーチや選手、選手
育成スペシャリストらと協議して
カリキュラムを作成。すべてのト
レーニング運営は、NBAリージョ
ナル・オペレーション担当者が監
督している。
女子日本代表コーチも務める
ERUTLUC の鈴木良和代表は、「最
も重要なのは、私たちがNBAバス
ケットボールスクールの一員とし

Ｆ　ＣＵＳ

て、世界中の専門家から豊富な知識やベストプラク
ティスを得ることができるということ。グローバルな
ネットワークやカリキュラムをはじめ、他のスクール
にはないアドバンテージがたくさんあります」と自信
をのぞかせる。

　日本の育成環境に応じた的確な指導

　これまでERUTLUCでは、自立した人間を育てるこ
とに重点を置いた指導を行うとともに、数多くのコー
チも育成してきた。鈴木代表は、まだ大学在学中だっ
た2002年から「バスケットボールの家庭教師」とし
ての活動をスタートし、スペインやイタリア、ドイツ
などでコーチングを学びながら経験を積んできてお
り、日本におけるジュニア育成環境については十分に
熟知している。
　NBAもこれまでに世界各地でさまざまな育成プロ
グラムを提供しているものの、育成環境の特徴や状況
は国によっても異なることから、日本に適した的確な
指導ができるERUTLUCの育成ノウハウが重要となる。
　スクール設立に向けては、「既存の ERUTLUCのカ
リキュラムをどのように高めていけば、NBA基準を
満たす総合的なプログラムを提供できるようになるの
か、より深く検討していく必要があった」（鈴木代表）
ことなどから、NBAとの話し合い開始から1年以上
の準備期間を経て、開講に至った。鈴木代表は、「当
社に信頼を寄せてくれたNBAには本当に感謝してい
ます。無事開講を迎えることができ、参加者の方々の

笑顔を見て、私たちの努力が実を結んだことを改めて
実感できました」と振り返る。

　さらなるバスケ普及に向け、全国各地での開講目指す

　近年、NBAでは八村塁や渡邊雄太、WNBAでは町
田瑠唯といった日本人プレーヤーが続々と活躍し、そ
うした姿を見てバスケに興味を持つ子供たちも増えて
いる。また、昨年共催された「FIBAバスケットボー
ルワールドカップ2023」や、今夏のパリ五輪に出場
する男女日本代表チームの活躍が、日本での人気にさ
らなる拍車をかけている。
　当面のスクール開催場所は、渋谷教育学園渋谷中高
校のみとなるが、バスケ人気が高まるなか、2校目、
3校目に向けた準備も現在進んでいるという。鈴木代
表は、「私たちは日本の草の根レベルでバスケットボー
ルの発展を高めていくことに重点を置いています。各
地にスクールのネットワークを拡大することで、これ
からもバスケットボールの普及を推進していきたい」
と意気込む。昨今では公立校における部活動を地域ス
ポーツクラブへ移行する動きなども進むなか、今後の
同社が果たす役割に期待が集まっている。
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　首都圏を拠点に「バスケットボールの家庭教師」事業を展開する株式会社E
エ ル ト ラ ッ ク
RUTLUC（埼玉県三芳町）

は、このほどアメリカの人気バスケットボールリーグであるNBAとのパートナーシップにより、「NBAバ
スケットボールスクールジャパン」を立ち上げた。NBAによる常設スクールの設立は日本初となる。
　近年はNBAでの日本人プレーヤーの活躍が目立っており、日本でのバスケ人気も高まるなか、同社と
NBAが手を携えた今回の新たな取り組みについてご紹介したい。

株式会社 ERUTLUC
https://www.basketballtutor.com/
本社所在地：埼玉県入間郡三芳町竹間沢東 6-5
創業：2002（平成 14）年
設立：2007（平成 19）年
従業員数：約 90 名（ボランティアコーチ含む）
会員数：約 1,700 名
事業内容：バスケットボール教室運営
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